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園だより   ５月          
櫻の花吹雪に感動しているうちに、ふと気付けば園庭は花盛り。色とりどりの花が見事に咲き誇っていま

す。子どもたちは、花々に囲まれてごく自然に遊んでいますが、ひとえにこれもこの環境作りのために日々

努力をしてくださっているお母さん方がいらっしゃるお蔭かと思います。日々の園生活の端々に子どもたち

のためにと努力してくださっているその足跡が伺えます。ありがたいことです。お礼申し上げます。 

 4 月の森の日には、そら組さんがすみれやたんぽぽなどの花びらをいれたホットケーキを焼いて食べてい

ました。うみ組さんは木の棒にパン生地を巻き焼いて食べていました。子どもたちは森の中で、生活まるご

とを通して全身で自然を感じながら過ごしていました。この時期にしか体験できないこと、この園ならでは

の体験活動を存分に味わって欲しいものだと思います。 

 

○子どもを自然に還そう：“森の日”に取り組みます！ 

 今の子どもたちに欠けていることの一つに、自然体験が挙げられます。生態学・人類学者河合雅雄先生は、

密室の中でテレビゲームに明け暮れ、すっかり言葉が貧弱になってしまった最近の若者たちを目の当たりに

し、「密室を出て自然に親しみ、いのちあるものとの対話を楽しむようにしないと、感性は潤いを失い、やが

て萎縮してしまうであろう」と危惧しておられます。そして、幼児期にしっかり自然の中に包まれ、身体に

染み込むように自然を感じとること、つまり子ども時代に「自然を刷り込むこと」が何よりも大事であり、

そのためには「子どもを自然に還そう」と力説されています。 

 人間は様々な英知を結集して多くのことを克服してきましたが、人間が唯一克服できないもの、それが「自

然」ではないでしょうか。自然の中では、人間は本当に小さな存在にすぎません。自然体験を通して、自然

の偉大さや不思議さを実感し、人間も自然の一員であり、自然の大きな力、摂理の中で生かされている存在

であることを感じることは、人間が傲慢になることなく、人間としての生き方を見つめ、人間らしく生きて

いく上でとても大事なことのように思えます。大地にしっかりと根を張って、力強くたくましく生きていく

人間に育ってほしいという願いをこめて、「森の日」の取り組みを今年度もすすめていきます。 

 

○母の日に寄せて：大好き、そして愛されていることの幸せ！ 

 13 日は母の日。毎日親子で登園・降園されている様子を見ていますと本当に微笑ましく思いますし、また

子育ては大変かと改めて感じます。母の日は、幼稚園の子どもたちもお母さんに感謝する日です。子どもた

ちは、子どもたちなりに「お母さん、いつもありがとう。こんなに大事に育ててくれてありがとう。大好き

だよ」と気持ちを新たにする日です。子どもたちにとってもお母さんからの愛情を感じ、その愛情にどう自

分が応えどう表現したら良いか学ぶ大事な体験をする日です。またこの体験から、改めて自分が“お母さん

から愛されているのだ”と感じる日でもあります。“お母さん大好き！”と自分の気持ちを表現しながら、実

は“お母さんに愛されているのだ”と実感することにも繋がっているのです。たくさんの“愛”に育まれ、

そのことを素直に“大好き”と表現できることは、このうえない“幸せ”であります。人が人らしく生きて

いくうえでは、欠かせない大事なことです。温かい愛に十分育まれる事によって、他者にもその温かい愛情

を注げる子どもたちに育っていくのではないでしょうか。子育てはすぐに成果はでません。小さな温かい体

験をたくさん重ねて、温かい人柄に育っていきます。 

母の日は、お母さんのためにあるようですが、実はそのお祝いをする子どもたちのためにあるのかも知れ

ませんね。「お母さん、ありがとう！大好きだよ！」と言う温かい気持ちを子どもたちがもてるということは、

子どもたちにとって本当に幸せなことです。実は愛されていることを子どもたちは気づかないうちに体感で

きるのですからね。この事は子どもたちの将来の良き成長に繋がることと思います。どうか、母の日は存分

に感謝されてください。感謝されることも大事な母の役目かも知れませんよ。 


